
鳩や野鳥の巣作りシーズンになると、太陽電池モジュールと屋根面の隙間に鳥が巣を作る事例が
近年増加しています。ソーラーパネル鳥害対策セットは、工場・マンションなどでも使用実績があ
るプロ向けのネットや取付具などで構成されています。このセットだけでソーラーパネルの鳩や野
鳥被害の対策をすることができます。施工でソーラーパネルに穴を開けるリスクはありません。頑
丈に固定できるボンドにて取り付けます。
当セットは平屋根用と瓦屋根用の2種類を用意しています。屋根の形状に合ったセットをお選びく
ださい。

ピーコンソーラーパネル鳥害対策セット　平屋根用
内容量
・ピーコンネット15　0.2m×12m　2枚 
・取付具ピッタンコ(黒)　100個入り　2袋 
・ピッタンコボード(小)　3枚 
・つなぎ用ロープ　1m　1本 
・接着剤クイックメンダー　500g　1箱 
・ソーラーグリップ(結束バンド)　100本入り　2袋

ピーコンソーラーパネル鳥害対策セット　瓦屋根用
内容量
・ピーコンネット15　0.2m×12m　2枚
・取付具ピッタンコ(黒)　100個入り　3袋
・ピッタンコボード(小)　4枚
・つなぎ用ロープ　1m　1本
・接着剤クイックメンダー　500g　1箱
・接着剤クイックメンダー　200g　1箱
・ソーラーグリップ(結束バンド)　100本入り　3袋



◎施工事例



これで安心！ソーラーパネルセットの施工ポイント

ピッタンコのフックが平行になるよう
取付けます。この時に、必ずボンドビ
ス穴からボンドがはみ出るようにしま
しょう！ (上記写真 1. 参照 )

Point1 ピッタンコの取付

インシュロック用
貫通穴

ネット引っ掛け用爪

ボンドビス穴

はみ出すことで、ボンドが
ビスの役割をするため、強
力に接着されます。

写真 1. ピッタンコ設置写真

ピッタンコの設置間隔は基本的に 30cｍです。

瓦や折半などデコボコした素材の屋
根の場合は、写真 2.3 の様に通常よ
り細かくピッタンコを設置しましょ
う。また、パネルの角は写真4の様に、
ピッタンコを上下 2個づつ設置しま
しょう！

Point2 ピッタンコの間隔

写真2. 瓦屋根のピッタンコ設置例

写真 3. 折半屋根のピッタンコ設置例

写真 4. パネルの角へのピッタンコ設置例


